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概要 

現在日本では、オリコンの CD 売上ランキングでアイドルグループが上位を独占するな

ど、アイドルブームが再燃している。この背景にあるのが、インターネットなど情報通信

技術の発達によるファン同士のコミュニケーション環境の変化であると考えられる。同じ

CD を何百枚と購入してアイドルへの愛を競い合ったり、プラチナ化したチケットを何十万

という高額で売買したりと、ファンの熱狂的な活動は日々加速している。本論文では、人々

はなぜこれほどにもアイドルに熱狂しお金と時間を投資するのか、その活動から得ている

ものとは何なのかを検証すべく、現在の日本を代表する嵐、AKB48、Kis-My-Ft2 といった

アイドルグループのファンコミュニティについて「社会関係資本」という観点から比較調

査・分析する。 
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1.はじめに 

情報通信技術の発達は、現在のアイドルファンコミュニティに 2 つの大きな影響を与え

ていると考えられる。まず、ファンの母数の拡大だ。昭和のアイドルブームの頃とは違い

現代では、いつでもどこでも音楽をダウンロードし、SNS を利用すれば自宅にいながらに

してアイドルと会話をすることまでもができてしまう。このように少ない労力と時間でフ

ァン活動ができるようになったことにより、アイドルファンの母数は飛躍的に拡大したと

考えられる。次に、ファンコミュニティ内のつながりの親密化だ。これまでコンサートや

イベントなどの現場でしか交流することのなかったファン同士が、SNS で日常的に繋がり

を持ち、アイドルに対する感情やその他の日常的な事柄までをも共有することができるよ

うになった。アイドルというひとつの共通点をきっかけに、年齢や国をも超えた強いつな

がりが生まれているのである。 

つながりの希薄化など、人々のつながりが何かと注目される現代において、アイドルと

いう共通点のみから始まって、これほど大きく親密なつながりを持つアイドルファンコミ

ュニティの存在は、見逃すことのできない大きな価値を持つのでないだろうか。本論文で

は、アイドルファンコミュニティのつながりについて調査、分析を行いたい。 

2.概念的枠組み 

本論文では、アイドルファンコミュニティにおけるつながりを分析する概念として、社

会関係資本を用いる。社会関係資本(ソーシャルキャピタル)とは、「人々の間の協調的な行

動を促す『信頼』『互酬性の規範』『ネットワーク(絆)』」（稲葉, 2011, p23-40）のことを指

す。人、モノ、金といったこれまでの資本とは違って目には見えないが、教育や健康など、

人が社会生活を営む上で大切な役割を果たす新たな資本として注目されている。 

さらに、稲葉は、これまでのソーシャルキャピタルに関する議論を整理し、その特徴を

以下のようにまとめている。社会関係資本はその性質から大きく分けて 3 つに分類するこ

とができる。1 つは、個人間ないし組織間のネットワークを指す「私的材としての社会関係

資本」。2 つ目は社会全般における信頼・規範を指す「公共財としての社会関係資本」。３つ

目が、ある特定のグループ内における信頼・規範を指す「クラブ財としての社会関係資本」

である。さらに、社会関係資本の中身である信頼・互酬性の規範・ネットワーク(絆)につい

ても、それぞれに種類と関係性がある。まず信頼については、社会全般に対する信頼であ

る「一般的信頼」と、特定の人や組織に対する信頼である「特定化信頼」の 2 種類。さら

に互酬性の規範についても「一般的互酬性」と「特定化互酬性」の 2 種類がある。 

このような社会関係資本を活用するにあたり、本研究では便宜上以下の定義を用いた。



3 

 

一般的に誰にとっても存在する「親友」や「友人」、「見ず知らずの人」といったコミュニ

ティを『公共』と定義し、その間にある信頼や互酬性の規範、ネットワークのことを『公

共財としての社会関係資本』とする。さらに、アイドルファンコミュニティのことを『ク

ラブ』と定義して、「相方」や「よく会うファン」との間にある信頼や互酬性の規範、ネッ

トワークのことを『クラブ財としての社会関係資本』とした。 

3.研究目的 

本研究は、「人々がなぜこれほどまでにもアイドルに熱狂し、お金や時間を投資するのか」

「アイドルファンが活動から得ているものとは何なのか」という問いに対し、アイドルフ

ァンコミュニティにおける社会関係資本という視点から答えを導き出すことを目的とする。

さらに複数のアイドルファンコミュニティを比較調査することで、それぞれのファンコミ

ュニティにおける社会関係資本の違いや、そのような違いがなぜ生まれるのか検討したい。 

4.調査概要 

4.1 調査対象 

本調査では大規模調査の前の予備的調査として、4 つのコミュニティを対象に質問紙調査

を行った。AKB48、嵐、Kis-My-Ft2 という 3 つのアイドルグループのファンコミュニティ

に加え、非アイドルファンとの比較を行うため、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスに在籍

する学生(以下、SFC 生)を対象とした。ここで、3 つのアイドルグループの選定理由につい

て述べておきたい。まず AKB48 と嵐については男女のアイドルグループで最も人気がある

ためである。そして Kis-My-Ft2 については、ファンコミュニティ内の社会関係資本とアイ

ドルグループ内の社会関係資本に関連性があるのではないかという仮説を検証するためで

ある。Kis-My-Ft2 は、嵐と同じ事務所のアイドルグループでありながらグループ全体のキ

ャラクターの違いがあることから、差異が出やすいのではないかと想定した。 

4.2 調査手法 

3 つのアイドルファンコミュニティに関しては、同じ内容の調査を Web ページと紙の 2

つの媒体で行った。また、SFC 生に関しては、アイドルファンコミュニティへの質問項目

から一部を抜粋した短縮版での質問紙調査を紙媒体で行った。アイドルファンコミュニテ

ィは非常に大きく、同じファンでも傾向に差があることが予想される。そこで本調査では、

出来る限りイベント会場などの熱心なファンが多く集まる場所で調査を行い、可能な限り

偏りのないサンプリングを行った。詳しい実施方法と内容については以下に記す。 
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表 1. 調査の実施方法と質問内容 

 

5.調査結果 

サンプル数と対象者データは以下のようになっている。(表 2) 本調査では総サンプル数

の関係から、回答の一部に不備があった場合にも、その項目のみ欠損値とし、サンプルに

含めて集計を行った。 

表 2 サンプル数と対象者データ 
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5.1 公共財としての社会関係資本 

「親友」「友人」「見ず知らずの人」といった公共への信頼と互酬性の規範を目的変数と

し、ファン属性(どのアイドルグループのファンであるか)を説明変数とする 2 変量の分散分

析を行った。(表 3) 

すべてのアイドルファンに関して、非アイドルファンである SFC 生と比較すると平均値

が高いことがわかる。このことから、アイドルファンは非アイドルファンに比べ、公共財

の中でも特に親しい間柄にある人に対する社会関係資本が高いと言える。 

5.2 特定的なクラブ内における特定的な社会関係資本 

各アイドルファンコミュニティ内で「相方(いつも一緒に活動しているファン)」「相方で

はないがよく会うファン」「会ったことはないが、Twitter や LINE でよく会話するファン」

「会ったことはないが、Twitter や LINE で繋がりのあるファン」という 4 つの属性の人々

を特定的な存在と定義した。そして、それらの人々に対する【信頼】【互酬性の規範】【ネ

ットワーク】を目的変数、ファン属性を説明変数とする二変量の分散分析を行ったところ

【ネットワーク(人数)】について有意差が見られた。AKB48 ファンは嵐と Kis-My-Ft2 のフ

ァンに比べ、実際に会ったことのあるファンに関して大きなネットワークを持っているこ

とがわかる。また、統計的有意差は出てはいないが、傾向として、嵐ファンは SNS 上での

ネットワークが大きく、Kis-My-Ft2 については小さい傾向にあることがわかる。(表 4) 

さらにファンコミュニティ別に「相方」と「相方ではないがよく会うファン」の総数を目

的変数、年間参加公演数を説明変数とする相関分析では、AKB48 ファンはジャニーズのフ

ァンと比べて大きな人的ネットワークを持っているものの、それは参加する公演数には比

例しないことがわかる。(表 5)つまり、AKB48 のファンは、参加公演数に関わらず、ファ

ンコミュニティに属するだけで大きなネットワークを得ることができる可能性が高いと言

える。 

 

 

表 3 公共財としての社会関係資本 
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表 4  各属性の人数 

 

 

表 5 会ったことのあるファンの総数と年間公演数の相関 

 

 

表 6 社会関係資本とチケットの譲り受けの相関 

 

 

また、表 5 の結果を受けて、会ったことのあるファンの総数とチケットを譲ってもらっ

た回数についても相関分析を行った。その結果、嵐と Kis-My-Ft2 のファンでは、会ったこ

とのあるファンの総数が多い人、すなわち大きなネットワークを持つ人ほど、チケットを

譲ってもらえた回数も多いことが分かった。(表 6) 

5.3 クラブ間の社会関係資本 

ここでは、AKB48、嵐、Kis-My-Ft2 の各ファンコミュニティ間における社会関係資本を

分析する。異なるアイドルのファンの中で「知り合いのファン」と「見ず知らずのファン」
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に対する【信頼】と【互酬性の規範】を目的変数、ファン属性を説明変数として二変量の

分散分析を行った。(表 7)結果からクラブ間の社会関係資本は、同じジャニーズのファン同

士の方が大きいと言える。また、全体的に見て Kis-My-Ft2 のファンは他のクラブへの社会

関係資本が高く、AKB48 のファンについては低いことが分かる。(表 7) 

表 7 クラブ間の信頼と互酬性の規範 

 

5.4 アイドルグループ内の社会関係資本とファンコミュニティの社会関係資本 

ここでは、ファンから見たアイドルグループ内のメンバーの関係性を「アイドルグルー

プ内の社会関係資本」と定義し、ファンコミュニティ内の社会関係資本との関係性を調査

した。アイドルグループ内の社会関係資本の測定方法としては「以下のアイドルグループ

に対する引証で最も近いものを選択してください」という設問を設け、3 つのアイドルグル

ープについて「わからない」「全員が不仲で信頼関係を築けていないと思う」「一部不仲な

メンバーがいて全体としては信頼関係を築けていないと思う」「一部のメンバーは仲が良好

で全体としては信頼関係を築いていると思う」「全員の仲が良好で、信頼関係を築いている

と思う」の 5 件法で回答してもらった。その結果を「わからない」を 1 として順にポイン

ト化し、集計を行った。アイドルグループに対する印象を目的変数、ファン(相方から見ず

知らずのファンまでの 5 属性の集計)への信頼と互酬性の規範を説明変数として相関分析を

行った結果、以下のようになった。(表 8) 
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表 8  アイドルグループの印象とファンの社会関係資本 

 

結果から、嵐ファンは嵐に対してグループ内の仲が良好で社会関係資本が大きいと認識し

ている人ほどファンコミュニティ内における自身の社会関係資本も大きいということが言

える。AKB48 ファンについても、嵐ファンほどではないが、同じことが言える。一方で

Kis-My-Ft2 に関しては、相関が見られなかった。 

6.考察 

調査結果を基に、各アイドルファンコミュニティのコミュニケーションモデルについて

以下のように定義付けを行った。ここでは、各コミュニティモデルについて解説していき

たい。 

 

AKB48：恋モデル 

「一般的人が一般的な社会関係資本を構築するファンコミュニティ」 

AKB48 のファンコミュニティでは、自身の活動量に関わらず、コミュニティに属するこ

とで自身のネットワークを広げると同時に、つながりの弱い人への社会関係資本を拡大す

ることができる。その一方で、特定のコミュニティに属する特殊な人や、親友や相方など

自分と強いつながりのある人への社会関係資本は比較的に小さい。これは、社会全般への

信頼度は高いものの、他と比べて強い個性を持った人や宗教など特殊な集団に属する人に
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警戒心を持つといった、最も日本人らしい姿である。つまり AKB48 のファンコミュニティ

は日本における一般的な人々が属し、自分とはつながりの弱い人々、すなわち一般的な人々

との社会関係資本を構築することのできるモデルであると言える。また、ジャニーズのフ

ァンと比較した際に推しメン(好きなメンバー)について、複数人いたり途中で変わったりす

ることが一般的である点、推しメンが被るファンとも基本的に良好な関係性を築いている

点から、アイドルに一般的かつ刹那的な好意を寄せる【恋モデル】と定義した。 

 

嵐：愛モデル 

「オタクが特定的なコミュニティにおける一般的な社会関係資本を構築するコミュニティ」 

嵐のファンコミュニティでは、特定的で強いつながりや一般的で弱いつながりの間にあ

る、ゆるいつながりを持った人との社会関係資本が高いことが特徴的であった。以下は「相

方ではないがよく会うファン」「会ったことはないが LINE や Twitter でよく会話するファ

ン」「会ったことはないが LINE や Twitter で繋がりのあるファン」への信頼を合計した「ゆ

るい繋がりのファンへの信頼」を目的変数に、属性を説明変数にした分散分析の結果であ

る。(表 10) 

表 10 ゆるい繋がりのファンへの信頼 

 

このように嵐のファンコミュニティについては、公共財、クラブ財ともに特定的な人へ

も一般的な人へも一定の社会関係資本がある。まさに AKB48 と Kis-My-Ft2 を平均した、

最も優れたモデルであると言えよう。Kis-My-Ft2 と同じ愛モデルでも、アイドルはみんな

のものであるという認識の下、他のファンとも協力して応援することができる一般的な【愛

モデル】であると定義することができる。 

 

Kis-My-Ft2：本気愛モデル 

「戦うオタクが特定的な社会関係資本を構築するファンコミュニティ」 

Kis-My-Ft2 のファンは、特定的なコミュニティに属する人や、同じコミュニティ内の特

定的な人に対して強い社会関係資本を構築する極めて偏った傾向を持っていると言える。

また、コミュニティ内で大きな社会関係資本を持つ人ほど参加公演数やチケットを譲り受

ける回数が顕著に高くなったことから、コンサートに参加すること、つまり自分の好きな

アイドルに会うことが非常に重要視されていることが考えられる。コンサートにより多く

参加し、担当からファンサをもらうには周りのファンはライバルとなる。このことから、
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Kis-My-Ft2 のファンは周囲のファンとも「戦うオタク」であり、アイドルに対して本気の

愛と同じように独占欲を持ってしまう【本気愛モデル】と定義付けることにした。 

 

表 9  コミュニティモデルの定義付け 

 

 

7.おわりに 

本研究では社会関係資本というツールを用い、3 つのアイドルファンコミュニティについ

て調査、分析を行ってきた。その結果、アイドルファンは非アイドルファンと比べて公共

財の中でも特に、親しい間柄にある人に対する社会関係資本が高いこと、各アイドルファ

ンコミュニティによってモデルが全く異なることが分かった。本研究のリサーチクエスチ

ョンである「人々はなぜこれほどにもアイドルに熱狂しお金と時間を投資するのか」「その

活動から得ているものとは何なのか」という問いに対して総括すると、答えは「無条件の

仲間意識」にあるのではないだろうか。アイドルファンでいることは、ある人を好きとい

うたったひとつの共通点だけで、年齢も生い立ちもまったく異なる、見ず知らずの人に仲

間意識を持って話しかけてよいという権利を得ていることに繋がるように思う。アイドル

本人の活動はもちろんのこと、ファンコミュニティ内での仲間の存在こそが、アイドルフ
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ァンを続ける価値となっているのではないだろうか。 

本研究の今後の展望としては、一部のサンプルに限られていた調査を広げ、更に大規模

な調査を行う事、今回対象とした 3 つのアイドルグループ以外についても調査を進めるこ

と、さらに各コミュニティにおいて社会関係資本に差が出る要因を多変量などによってよ

り詳細に分析していくことであると考える。また、アイドルファンコミュニティに限らず、

今後人々によってより重要とされていくであろう「趣味縁」の分野において社会関係資本

の研究が進められることにも期待する。 
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